
　
昔
の
人
は
試
行
錯
誤
し
、
い
ろ
い

ろ
な
方
法
で
火
を
お
こ
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
技
術
や
苦
労
は
、
自
分
で

体
験
し
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
ま
い
ぎ
り
式
火
お
こ
し
器

を
自
分
で
一
か
ら
作
り
、
火
を
お
こ

し
ま
す
。
自
分
で
お
こ
し
た
火
で
ご

飯
を
炊
き
、
火
の
大
切
さ
を
実
感
し

ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
　
10
月
３
日
㈯
　
午
前
９
時

　
30
分
〜
午
後
３
時

▽
場
所
　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験

　
学
校
︵
現
地
集
合
・
現
地
解
散
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
校
４
年

　
生
〜
６
年
生

▽
定
員
　
10
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
持
ち
物
　
チ
ラ
シ
兼
申
込
書
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

▽
費
用
　
無
料

▽
チ
ラ
シ
兼
申
込
書
の
配
布
場
所
　

　
五
日
市
出
張
所
︵
環
境
政
策
課
︶、

　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
学
校
、

　
生
活
環
境
課
、
中
央
図
書
館
、
東

　
部
図
書
館
エ
ル
、
五
日
市
図
書
館

▽
申
込
み
方
法
　
参
加
申
込
書
を
送

　
付
す
る
か
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課

　
環
境
の
森
推
進
係
︵
五
日
市
出
張

　
所
内
、
〒
１
９
０
ー
０
１
６
４
　

　
五
日
市
４
１
１
、
☎
５
９
５
・
１

　
１
２
０
︶

　
11
月
30
日
ま
で
、
外
国
人
を
含
む

２
人
の
若
手
版
画
家
を
ア
ー
ト
ス
タ

ジ
オ
五
日
市
︵
戸
倉
３
０
０
︶
に
招

い
て
い
ま
す
。

※
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

　
ン
ス
と
は
、
作
品
制
作
の
場
を
提

　
供
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
︵
芸
術

　
家
︶
が
地
域
と
文
化
交
流
を
図
り

　
な
が
ら
、
芸
術
活
動
を
行
っ
て
い

　
く
事
業
で
す
。
市
内
で
は
例
年
、

　
招
い
た
芸
術
家
と
地
域
の
方
と
の

　
文
化
交
流
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

　
す
。

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　
生
涯
学
習
係

写
真
右
か
ら

　●

桐
生
麻
衣
さ
ん
︵
埼
玉
県
春
日
部

　
市
在
住
︶

　●

Ｎ
ａ
ｚ
ｉ
ｍ
ａ
　
Ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｗ
ａ

　
ｌ
ａ
　
Ｋ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ａ
さ
ん
︵
イ

　
ン
ド 

ヴ
ァ
ド
ー
ダ
ラ
ー
在
住
︶

　
世
界
で
活
躍
中
の
人
形
作
家
に
教

え
て
も
ら
お
う
！
　
　
　
　         

　
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

会
と
の
協
働
で
開
催
す
る
講
座
で
す
。

▽
日
時
　
10
月
10
日
㈯
　
午
前
10
時

　
〜
正
午

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
ク
レ
イ
ア
ー
ト
粘
土
で
人

　
形
の
ブ
ロ
ー
チ
と
ミ
ニ
壁
掛
け
を

　
戦
禍
か
ら
免
れ
る
た
め
、
都
立
図

書
館
の
蔵
書
な
ど
を
当
時
の
都
立
一

中
︵
現
在
の
都
立
日
比
谷
高
校
︶
の

生
徒
た
ち
が
電
車
や
大
八
車
を
利
用

し
て
、
あ
き
る
野
市
な
ど
に
疎
開
さ

せ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
本
の
疎
開
先

と
な
り
、
本
を
守
っ
た
市
内
の
蔵
を

徒
歩
で
巡
り
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
９
日
㈮
　
午
前
８
時

　
45
分
〜
午
後
０
時
40
分
︵
予
定
︶

※
雨
天
の
場
合
…
10
月
16
日
㈮

▽
集
合
場
所
・
時
間
　
中
央
公
民

　
館
１
階
ロ
ビ
ー
　
午
前
８
時
45
分

▽
コ
ー
ス
　
中
央
公
民
館
↓
蔵
①

　
︵
原
小
宮
︶
↓
蔵
②
︵
草
花
／
大

▽
中
之
島
流
大
正
琴
琴
知
香
会

　●

日
時
…
10
月
３
日
㈯
　
午
後
０
時

　
20
分
〜
５
時

※
開
場
は
、
開
演
の
20
分
前
で
す
。

　●

内
容
…
大
正
琴
の
演
奏

　
作
り
ま
す
。
顔
、
色
な
ど
自
由
に

　
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
オ
ン

　
リ
ー
ワ
ン
の
作
品
に
仕
上
げ
て
楽

　
し
み
ま
し
ょ
う
。

▽
講
師
　
小
峰
恵
子
さ
ん
︵
あ
き
る

　
野
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
登
録

　
者
︶

※
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
活
動
し
、

　
い
く
つ
も
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い

　
る
人
形
作
家

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
15
人
︵
定
員
を
超
え
た
場

　
合
は
抽
選
︶ 

▽
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

　
行
寺
︶
↓
平
井
川
／
鯉
川
合
流
点

　
↓
蔵
③
︵
菅
生
︶
↓
尾
崎
観
音

　
︿
休
憩
﹀
↓
蔵
④
︵
菅
生
︶
↓
尾

　
崎
〜
︿
バ
ス
﹀
〜
市
民
球
場
↓
草

　
花
公
園
↓
中
央
公
民
館
︵
解
散
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
15
人
︵
定
員
を
超
え
た
場

　
合
は
抽
選
︶

▽
持
ち
物
な
ど
　
飲
み
物
、
雨
具
、

　
筆
記
用
具
、
歩
き
や
す
い
服
装
・

　
靴

▽
費
用
　
無
料

※
バ
ス
代
は
個
人
負
担

▽
申
込
み
方
法
　
９
月
25
日
㈮
︵
必

　
着
︶
ま
で
に
、
は
が
き
に
郵
便
番

　
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

　
番
号
を
記
入
し
、
送
付
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
ま
で

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
︵
〒
１
９
７
ー
０
８
１
４
　
二
宮

　
６
８
３
、
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
︶

▽
費
用
　
１
５
０
０
円
︵
材
料
費
込

　
み
︶

▽
申
込
み
方
法
　
９
月
30
日
㈬
︵
消

　
印
有
効
︶
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

　
に
事
業
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

　
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

　
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
︵
返
信

　
用
表
面
に
も
必
ず
返
信
先
を
記

　
入
︶
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス

　
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学
習
係
︵
〒
１
９

　
７
ー
０
８
１
４
　
二
宮
３
５
０
、

　
直
通
５
５
８
・
２
４
３
８
︶

　
市
で
は
、
新
聞
折
込
で
配
布
し
て

い
る
﹁
広
報
あ
き
る
野
﹂
を
受
け
取

れ
な
い
世
帯
や
事
業
所
に
も
、
申
込

み
に
よ
り
個
別
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み
で
き
る
方
　
市
内
に
住
所

　
が
あ
り
、
広
報
紙
を
折
込
し
て
い

　
る
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
方
で
、

　
個
別
配
布
を
希
望
す
る
方
︵
１
世

　
帯
当
た
り
１
件
の
申
込
み
︶

▽
配
布
の
対
象
　
広
報
あ
き
る
野
の

　
定
期
発
行
号
と
臨
時
発
行
号

▽
配
布
開
始
時
期
と
配
布
方
法
　
毎

　
月
15
日
ま
で
の
申
込
受
付
分
を
翌

　
月
１
日
発
行
号
か
ら
、
発
行
日
当

　
日
に
配
布
し
ま
す
︵
１
月
１
日
号

　
は
１
月
３
日
ま
で
に
配
布
︶
。

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
広
報
あ
き
る
野
個

　
別
配
布
希
望
、
住
所
、
氏
名
︵
事

　
業
所
名
︶
、
電
話
番
号
を
、
は
が

　
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
話
で

　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
市
長
公
室

　
︵
〒
１
９
７
ー
０
８
１
４
　
二
宮

　
３
５
０
、
直
通
５
５
８
・
１
２
６

　
９
、
　
５
５
８
・
１
１
１
３
︶

（５）　平成27年（2015年）９月15日 あきる野市役所　☎（042）558－1111（代）

小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
学
校
主
催

森
っ
こ
サ
ン
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
⑪

ま
い
ぎ
り
式

　
　
　
　
火
お
こ
し
体
験

若
手
版
画
家
を
招
い
て

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

　
　
　
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業

市
民
ふ
れ
あ
い
塾

ク
レ
イ
ア
ー
ト
粘
土
で
作
る

　
　
ブ
ロ
ー
チ
と
壁
掛
け

「
広
報
あ
き
る
野
」
の

個
別
配
布

サ
ー
ビ
ス
を

受
け
付
け

　
て
い
ま
す

市
民
解
説
員
が

　
　
案
内
す
る
市
内
探
訪

「
疎
開
し
た
40
万
冊
の
図
書
」

〜
戦
禍
か
ら
文
化
を
ま
も
っ
た

　
旧
多
西
村
の
蔵
を
訪
ね
て
〜

秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

祝
　あ
き
る
野
市
制
施
行
20
周
年

市
民
文
化
祭
催
し
物
案
内

▽
市
民
劇
団
﹁
あ
き
る
野
﹂

　●

日
時
…
10
月
３
日
㈯

＊
第
１
回
…
午
後
１
時
30
分
〜

＊
第
２
回
…
午
後
３
時
30
分
〜

※
開
場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
開
演
の
30
分

　
前
で
す
。

　●

内
容
…
演
劇
﹁
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
お
春
﹂

▽
問
合
せ
　
中
央
公
民
館
︵
☎
５
５

　
９
・
１
２
２
１
︶

森林レンジャーがゆく森林レンジャーがゆく
昆虫だらけの夏日昆虫だらけの夏日

（57）

　真夏日に、クヌギやコナラが多い

広葉樹林を歩いていると、あまり探

さなくても昆虫を見掛けることがで

きます。無数のクモの巣を突き抜け

ていくと、樹皮に止まっている不思

議なガ、樹液を吸いに来ているカナ

ブンやスズメバチの仲間、枯れ枝な

どで歩き回るカミキリムシやキマワ

リ、足元のふんに集まるヒカゲチョ

ウの仲間など、さまざまな昆虫に出

合えます。日本の夏は昆虫パラダイ

スです。

　スペインにいた頃は、真夏に山を

歩く人なんて、私の様なマニア以外

にほとんどいませんでした。気温は

45度を超える時もあり、木の密度の

高い日本の森と違い、日陰となる場

所が少ないので、山登りは常に脱水

との戦いです。そんな中でも、砂場

や砂利斜面に生息する珍しいカナヘ

ビや乾燥地のヘビの仲間、さらにハ

ゲワシやイヌワシなどの大型猛禽類

を見て楽しめましたが、昆虫は日本

に比べて圧倒的に少ないです。バッ

タの仲間やサソリは多いのですが、

日本の森林性の昆虫であるクワガタ

やカブトムシなどの種類は、乾燥地

である南スペインでは見られません。

そのため、日本に来た時は、スズメ

ガや美しいヤママユガなどの大型の

ガやセミの音の迫力にびっくりしま

した。現在は、これらの昆虫にも慣

れましたが、森の中を歩いてミヤマ

クワガタやキボシカミキリの様な格

好いい昆虫に出合うとテンションが

上がります。

　個人的に、クワガタなどの甲虫、

チョウ、トンボ等が好きで、特に南

スペインで楽しむことができないカ

ミキリムシにはまっています。あき

る野では、これまで77種類のカミキ

リムシを確認していますが、まだ見

てない種類が生息しているので、こ

の時期は新たな出合いを期待しなが

ら巡視、作業、調査、イベントなど

のレンジャー活動を暑い中で続けて

います。楽しみや期待があるから、

私たちは日々頑張って前進していけ

る生き物なのでしょう！

（パブロ）

あきる野で見られるキホシカミキリ。さま
ざまな植物を好みますので、見つけるのは
それ程難しくありません。

FAX


